
令和７年度経営指導の重点 

 

１ 学校経営参画意識の確立 

(1) 経営意識を促す工夫 

・ＣＡＰＤサイクルによる目標達成型の学校経営の充実 

・主幹教諭、指導教諭、主任層等の活用による学校経営力の強化 

・少人数指導、少人数学級、サポート事業及び小学校専科等諸加配の人的な資源を適切に

活用した学校経営 

・学校運営協議会による学校と家庭・地域の協働の推進 

・学校関係者評価の実施及び公表の推進 

(2) 人材育成を踏まえた学校経営 

・人事異動後の教職員の実践意欲を促す指導 

・定期的な授業参観による評価及び適切な業務を委ねる等による中堅、ベテラン、再任用

教員の実践意欲向上 

・若手教員の増加に対応する中堅教員の人材育成 

・指導が不適切な教員に対する、校内全体での指導体制の構築と実践 

(3) 自己啓発を促す現職教育の確立 

・授業実践に活用できる校内研修の充実 

・学校組織マネジメントの充実 

(4) 職場の人間関係の確立 

・職員との信頼関係の確立 

・職員の心身の健康状況の把握と支援 

 (5) 働き方改革の推進 

   ・業務の効率化と負担感の軽減への支援 

２ 服務意識を高める取組の工夫 

(1) 教育実践活動を通した服務意識の高揚 

・積極的コンプライアンスの推進 

・不祥事を起こさない組織、問題発生後適切に対応できる組織 

・教職員一人ひとりが自分事として捉えられる研修の充実 

(2) 教職員の勤務状況等の把握 

・対話を通した教職員の状況把握 

・指導に課題のある教員の把握と管理、指導 

・校長コンプライアンス確認表及び体罰チェックシートの活用 

３ 学校危機管理体制の充実 

(1) 迅速及び適切な情報収集 

・定時及び随時の点検体制の確立 

・情報ルートの確立による早期把握と対応の適正化 

(2) 緊急処理体制の確立 

・事前対応（事故予防策等）及び事後対応（報道関係対応策等）の検討 

・日常的な連携及び連絡体制の整備 


